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★導入について 

 生徒に手を挙げさせ、教師が生徒に背を向けて空書してまねさせると、生徒が空書している様子が確
認できないので、少しでも生徒が見えるようにしました。 
 導入する漢字・漢字語（１字ずつのもの、熟語や活用語尾のある言葉）のフラッシュカードを作って
おき、生徒が読めるように向けて、手を挙げさせます。１字ずつのカードは、教師は生徒の顔を見なが
ら、カードの漢字を筆順どおりに指でなぞっていき、空書させます。教師はカードを見ないでなぞるの
で、なぞるときずれることもありますが、生徒の空書の様子はよく見えます。そして、空書しないもの
も読ませ、次の１字のカードを空書、をくりかえします。また、カードは最初に見せるカードを一番
下、最後に見せるカードを一番上になるように重ねておくと、次に見せるカードをいちいち前に回って
確認しなくてもよくなります（薄いカードなら透けて見えるし、厚めのカードなら裏に鉛筆書きで書い
ておくと一目で確認できます）。 
 
★練習について 

 ①読みを覚えるのが先なので、シャッフルしたフラッシュカードを読ませるほか、簡単なゲームをし
ます。まず、その日（課、章など）の漢字語（漢語、漢語ではないけれど漢字を組み合わせた言葉、活
用語尾のある言葉、固有名詞など）に番号をつけたリストを作っておきます。スクリーンに映し、教師
はランダムに漢字語を読み、生徒に探させて番号を言わせます。速く見つける競争にもなりますが、全
部は覚えていないという生徒は、覚えている漢字語を見つけておいて、その漢字語が読まれたらすぐ答
えるということもできます。そのあと、ペアや３人グループで同じようにさせます。１人が読んで、もう
一人が番号を言います。覚えていない生徒を助けたり、３人グループでは番号を言う２人の競争になっ
たりすることもよくあります。（一つ目の例はノンネイティブ用の教科書から、二つ目の例は補習校の歴
史教科書から） 

 
 



 
 
 ②読みを答える漢字テスト（１０問）では、リストをスクリーンに映したままで、９問は問題用紙に
書いてある漢字語の読みを書き、１０問目はリストの中から好きなもの（確実に覚えているもの）を選
んで番号と読みを書くように指示します。 

 
 ③送りがなが同じ漢字語をカフートで見せ、教師が言ったものを選ばせます。常用漢字表からリスト
を作りました。 
 
★生徒への声かけなど 

 漢字は使わなければ忘れるのは当たり前。忘れた時に自分を責めない、落ち込まない。忘れたらまた
覚えればいいだけ。２回目、３回目に覚える時は、初めて覚えた時よりも短い時間で覚えられる。 
 
 筆記用具や紙がなくても、机の上や手のひらに「書いて」みると練習になる。長さや突き抜けなどの
違いで別の漢字になることもあるので、最終確認は必要。 
 
 教科書の漢字にふりがなをつけておきたい時は、鉛筆を使う。数学・社会・理科など横書きの文章で
は漢字の下、国語など縦書きの文章では漢字の左側にふりがなをつけておき、紙で隠して読んでみて、
読めるかどうか確認しながら、紙をずらしながら読む。読めるようになったら、ふりがなを消す。（ノン
ネイティブ向けの日本語の教科書ではふりがながついている場合、漢字の下・左についているものが多
い） 


